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（協議経過） 

１ 障がい福祉センター所長挨拶 

○佐々木事務局員 

皆さん、こんにちは。定刻になりましたの

で、今年度第１回目の相談支援部会を開催し

たいと思います。本日はお集まりいただきま

してありがとうございます。それでは、開催

に先立ちまして、障がい福祉センター所長よ

り挨拶させていただきます。 

 

○山本所長 

皆様こんにちは。障がい福祉センターあし

すと所長山本でございます。本日は足立区地

域自立支援協議会第１回相談支援部会の方に

天候のすぐれない中ですけれどもお越しいた

だきありがとうございます。去る６月１日に

本会議がございまして、その中でこの部会の

活動計画を森部会長の方から報告いただい

て、その第１回目となります。本日も活発な

議論等をどうぞよろしくお願いいたします。 

 

○佐々木事務局員 

ありがとうございました。それでは、議事

に入る前に、今年度委員に若干の変更があり

ましたので、顔合わせを含めて、それぞれか

ら自己紹介をお願いしたいと思います。それ

では谷内さんのところから順にお願いしま

す。 

～この後各自自己紹介～ 

～本日の資料の確認～ 

それでは早速議事の方に移っていきます。

今年も議事録を作成するためにマイクを通し

てお話をしていただきたいと思います。ＩＣ

レコーダー等で議事を起こしていく作業をし

ますので発言の前にはお名前を言っていただ

いてから、ご発言していただきたいと思いま

すのでどうぞご協力をお願いいたします。 

ここからは森部会長の方にバトンタッチし

たいと思います。よろしくお願いいたしま

す。 

 

２ 議事 

○森部会長 

それでは改めまして、あだちの里相談支援

センターの森でございます。よろしくお願い

いたします。既に６月になっておりまして、

昨年度に引き続きの内容を今年度も進めてい

きたいと思っております。昨年度から変わら

れた方もいらっしゃいますし、ちょっと間が

あいているということもありますので、本日

はまず、昨年度の振り返りという時間を取ら

せていただきます。昨年は年４回の開催をさ

せていただいていたかと思いますが、今年度

は３回とお伺いしておりますので、そのこと

についても少しご説明が聞けたらありがたい

と思っております。その後、相談支援の立ち

位置から見える足立区の地域課題について皆

さんからのご意見をいただければと思ってい

ますが、そのような進め方でよろしいでしょ

うか。それではまず、事務局の方から昨年ま

での流れを説明していただいてもよろしいで

しょうか。 

 

○佐々木事務局員 

はい。事務局の佐々木の方から昨年度の取

り組みの思い出し、振り返りをさせていただ

きながら今年の活動につなげていきたいと思

います。 

昨年度は「相談支援の立ち位置から見える

足立区の地域課題について」をテーマに年４

回実施し、意見交換を重ねてきました。 

第１回目２回目の部会ではそれぞれの委員

さんの立ち位置で日頃の相談支援活動をとお

して感じている足立区の地域課題を伺いまし

様式第２号（第３条関係） 
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た。 

皆さんからの意見としましては、「相談支

援体制について」「支給決定及びサービス開

始について」「当事者・ご家族の高齢化につ

いて」「体験の機会の確保について」「緊急

時の対応」など、様々な視点から課題として

感じていることを挙げていただいて、その一

つひとつの項目について意見交換を行ってき

ました。その中で、足立区には多くの社会資

源があるけれどもうまく活用できていないこ

とが分かりました。一つひとつの情報は広く

発信はされているのですが、なかなかひとま

とめになっているものを見つけづらいなどの

話もあって、様々な社会資源情報をうまく活

用できる情報整理が必要であろうとのまとめ

になったと思います。 

また、実際の相談場面において相談者と社

会資源をつなぐ具体的な事例についての情報

交換もできると良いとの意見もあったという

ところでは、第３回目のところでそのあたり

の話をしています。実際には昨年の１２月２

２日に実施しました。ここでは、作成した資

料を確認しながら事例の共有をしました。事

例については本日お見せできないのですが、

２２日にはプロジェクターの画面を見ていた

だきたいのですが、このような表を作って皆

さんと意見交換をしたというところになりま

す。過去に資料として配っているため今日は

配布しておりませんので画面を見ながらの思

い出しでお願いします。この第３回のところ

では、相談にのる我々が一人で抱えきれなく

なったとき、あるいは抱えきれなくなる前に

うまくつながれる先を知っておくことも大切

であるとのまとめをしております。 

第４回目は２月２２日に実施しております

けれども、この時にはライフステージごとの

社会資源一覧の修正したものを作り、それぞ

れの時期にどういうところでどのようなサー

ビスが受けられるのかを話し合い、意見交換

をしたというところになります。 

この時には自分一人だけが分かっていれば

良いということではなく、皆さんが同じ情報

をもってその情報をうまく提供できるように

していきたい。寄り添い支援はそのまま継続

しながら、より多くの情報の中からより適切

な資源を案内できるようなツールづくりを考

えていきましょうというまとめになったと思

います。 

４回目の時に使用したライフステージの表

と、このＡ３縦の表ですね。配布資料は細か

くて何が書いてあるか分からないくらい小さ

い文字のものでお配りしました。この部分を

もう少し見やすい形にできるとより良いので

はないかということを最後の回で話をしまし

た。今日はこの続きとして、どうすればもう

少し見やすいものができるのかを考えながら

進めていくことになると思います。 

振り返り関係はこのような感じでよろしい

でしょうか。 

 

○森部会長  

はい。ありがとうございました。昨年のま

とめと振り返りを少ししていただきました。

これにつなげて今年度の取り組みというとこ

ろですけれども、資料３でお配りしておりま

す、令和５年度の活動計画をご覧いただきた

いと思います。 

今年度も昨年度と同様の目的で、障がい

児・者が地域で安心・安全な生活を送るため

に必要な、相談支援に関する諸課題を検討・

整理し相談支援体制をより充実させるととも

にその仕組みづくり等について検討するとい

うふうになっています。今年度の重点課題と

して３つ挙げさせていただいております。

「（１）相談支援の視点から足立区の地域の

強みと課題を抽出する。（２）相談支援体制
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や機能充実のため、各種団体との連携のあり

方を協議する。（３）相談支援従事者の資質

向上の取り組みについて協議する。」という

ところでこちらも昨年度に引き続きとなって

おります。本年度は３回というところで先ほ

どお伝えしましたけれども本日第１回目を開

催させていただいております。第２回目を９

月２１日、第３回目を１２月１３日でここま

でに成果物を作成していけたらと思います。 

本日の議題になるのですけれども改めて今

日いただいた資料の中でまずは昨年のものか

らブラッシュアップされた資料についての説

明を事務局からしていただけるとありがたい

のですが。 

 

○佐々木事務局員 

はい。では引き続きまして配布資料の説明

をさせていただきたいと思います。今年度は

より多くの情報をうまく活用するにはどのよ

うなツールが必要かを考え形にしていくこと

が目標ということで、本日配布しましたＡ３

横表を見ていただきたいと思います。この表

は、昨年度第４回目、今画面（プロジェクタ

ー）に映しておりますけれども、この表（相

談支援体制の一覧）を少し変化させたもので

す。分野等のふり直しや項目の追加、省略し

たものもあるため同じものに見えないかもし

れません。情報量が非常に多いというところ

ではなかなか紙ベースですべてを表すことが

難しいというのが現状到達しているところで

す。紙でお配りしているものを活用するにあ

たっては、パソコンの使用を想定して作りこ

みをさせていただいています。 

ご相談の内容によっては、こういったツー

ルが全く必要なく、ご自身の範囲の中ででき

るものももちろんあると思います。相談を受

けたときに、この分野は分からないというこ

とがあった時に活用していただけるようなも

のができあがると良いと思っています。今皆

さんにお配りしているものを画面に大きく映

しています。相談を受けたときにその内容を

見定めていくためのものと思っていただけれ

ばと思います。例えばですが、手当の関係に

ついてどういうものがあったかと思ったとき

に紙だと量がありどこにあったかわかりにく

いのですが、このように展開していただく

と、関係するものを絞り込むことができま

す。 

～プロジェクターを通して使い方の説明～ 

このように、相談に応じていく中で、制度

や資源につなげたいときや情報を提供したい

時などに活用できるよう、ジャンルを絞り込

みながら進めていくツールとしてイメージし

ました。 

現状では行政系のものが圧倒的に多い状況

になっています。現実的に地域で安心して暮

らしていくためにはインフォーマルな情報も

たくさん知っておくことが重要です。本日の

皆さんとの意見交換によってどんどん追加

し、より実効性のあるものに更新したい考え

です。ぜひ多くのインフォーマルな情報を本

日の部会で発信していただければと思いま

す。以上になります。 

 

○森部会長 

はい。ありがとうございます。今日配って

いただいているのでこれから中身を見ていた

だいて、ご感想とか、インフォーマルな資源

についてのご意見など、みなさんからのお話

を伺いたいと思います。 

その前に、連絡先のところに、ＵＲＬが入

っているところがありますが、これはどうい

う内容でしょうか。 

 

○佐々木事務局員 

はい。これは、連絡先が複数あるケースに



5 

 

なります。例えば援護係とか、保健センター

など、地域で所管が違う場合は、それぞれを

書き込むと見づらくなるので、ＵＲＬ表記に

することで、クリックすると、担当部署の連

絡先に飛ぶようにしています。 

～プロジェクターを通して操作説明～ 

単独で電話番号が書かれているところは、

ダイレクトに連絡いただければよいようにし

ています。よろしいでしょうか。 

 

○森部会長 

ありがとうございます。 

そろそろ見終わったくらいでしょうか。 

 

○石井委員 

発言してよいですか。大変よくできている

とは思います。私は初めて参加させていただ

きましたが経緯は学習してきました。国のほ

うがこういう会議を持ちなさい、こういうよ

うな分科会を持ちなさい、ということで発足

していると思うのですけれども、障がいのあ

る方、ご家族の方を含めて健常者と同じよう

にということだと思うのですよ。私は民生委

員を経験していて高齢者の方と比較して考え

ているのですけれど、地域包括センターとい

うのが区に２０何か所あります。６５歳以上

を対象に。そこでは情報の窓口が一本で、あ

らゆるほとんどのことを受けて止めてくれる

のですよ。そこにもっていけば相談が分かる

のですね。高齢者の方も障がいのある方も一

つの現象ではなくて、ご家族を含めたいろい

ろな問題をはらんでいるのですね。生活のこ

と、生活費のこと、地域での生活をどうする

のか、すごくよいことが書いてあるのだけ

ど、ここにも「足立区障がい福祉関連計画の

ためのアンケート調査報告書」というアンケ

ートがありますが６０％の人が、どこへ相談

してよいかわからないと言うのですよ。とい

うことは細分化していくら資料を作っていた

だいても私たちからすれば高齢者の方は地域

包括センターで受け止めてくれる、障がいの

ある方は縦割りになってしまっているから、

障がいのある方が、忙しいのに、自分の生活

もあるのに、中には親の介護もあるのに…、

そういう中でパソコンを使ってできますか。

それでそこへ電話をすれば、私も何回もある

のですが、「うちではないです」と言われる

のですよ。具体的に名前が分からないと相談

に乗ってくれない。私の民生委委員の１２年

間の中に２事例あります。６５歳以下で成人

している人、２０代と３０代の人個人情報も

あるので概要のみ言いますけれど、その人が

大きな声を出したり、公共施設に行ってエレ

ベーターで遊んだり、住民の方のドアを破損

したり、そういう問題を起こしたのですね。

騒音もそうです。一般の皆さんは生活してい

て、地域の中で生活するということは騒音と

かごみ捨てとか、野良猫の餌やりとかね、そ

ういういろんな問題を抱えて生活しているの

です。障がいのある方も高齢の方も、駐車場

の問題もそうですけれども、そういったとき

に２つありまして、そういう人から私は相談

を受けるのですけれどもそういう話をどこも

っていったらよいのかというのが分からな

い。もう一つは、相談先が分からないという

ことは、相談を障がいのある方のご家族の方

がどこへ相談したら良いかわからないからト

ータルな窓口が欲しいと、このアンケートで

は、言っているわけです。細分化しても家庭

の中でいろいろな問題を抱えているから相談

したいのにということなのです。 

結局良いものを作って事務局は苦労してい

るけれど、少しずれているのではないかとい

うのが１点。これが障がいのある方がどこへ

相談したら良いか、トータルな窓口がどこか

の問題。おそらく基幹相談支援センターであ
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るあしすとということです。もう一つ、「地

域で地域で」というけれど、地域の人が困っ

た時にどこへ相談するのが良いのか。足立区

のコールセンターにかけてみたら、騒音の部

分は東京都の住宅局に電話をしてくれと。そ

ういう回答を得たのですがこれでは全然だめ

だと思っています。ということで、相談先が

分からない、地域の人が障がい者も含めて生

活している中でどこに聞けばよいのかわから

ないというのが一つ目。二つ目がこれからあ

しすとの機能が強化されて総合的な窓口にな

ったらそれは良いと思うのです。あとは保健

所について、保健所と福祉部の情報が繋がっ

ていないから、そこで保健師さんの保健所に

かかる精神衛生関係の障がい者については一

切、民生委員が相談しても情報はくれないの

です。これは保健所で何とか改めてもらいた

いと思います。民生委員と保健所はあまりつ

ながりがないのです。すみません。長くなっ

てしまって。 

 

○佐々木事務局員 

ありがとうございます。今回ここで提案さ

せていただいている足立区の資源の表は、皆

さんのが地域の相談窓口として日常的に相談

を受けられるときに、なるべく困らないよう

なツールが必要という話し合いの中から手掛

けているものです。相談者に直接開示するも

のではないということをご理解いただきたい

と思います。 

障がい福祉センターあしすとが基幹相談支

援センターというところでは、現状でも多く

の生活に関する相談をお受けしているところ

であります。そうはいっても１００％充足し

ているわけではありませんし、より一層強化

していきたいというところはあります。足立

区は大変広いため、障がい福祉センターが基

幹としてやるとなっていてもやはり地域で起

こっていること、お困りになったことという

ことが身近な相談先の方につながっていくこ

とがあるというところでは、やはり皆さんと

一緒に一つひとつの相談を受けて、共有をし

てどういうふうに支援していくのが良いのか

というところを考えます。ここはそういう場

でもありますので、いろいろとより良いご意

見をいただきながら進めていただければと思

います。よろしくお願いいたします。 

 

○森部会長 

はい。ありがとうございます。これまでも

今いただいたご意見のようなお話は再三出て

きたところです。特に福祉部と衛生部との関

わりというところ、窓口は一本にならない

か、今事務局の方からも説明があったとお

り、なかなか障がい者人口が多い中で、それ

を取りまとめることが難しいというところ

と、高齢福祉に比べるとやはり障がい福祉で

の包括的相談は１０年近く遅れているという

現状は実際あるのですね。ですので、高齢者

の方に関しては包括が整っているのですけれ

ども、ここがやはり障がい分野に関しても同

じような基盤を作っていくためにということ

での何らかの話し合いをしていただいている

という認識だと思うのです。なかなかこの部

会が始まった当初も私たちも相談には乗りま

すけれども、障がいの分野というのは精神、

知的、身体、子どもというように専門的な分

野があるので、自分たちの領域以外のところ

は知らなさすぎるというところからこの一表

の作成が始まったところです。実際に窓口に

相談に来た時にたらいまわしにしないために

どういうふうに横とつながっていく道しるべ

を作っていくかというのがこの部会の役割だ

と捉えていますので、それに向けての皆さん

のご意見をいただきながら、誰が聞いても

「それはね」、「それでは私も協力します
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ね」、「一緒に行ってみましょうか」という

ことができるような仕組みを作っていきたい

のでご協力いただけたら良いなと思っており

ます。 

皆さんからもご意見をいただきたいと思い

ますが。 

 

○谷内委員 

精神障がい者自立支援センターの谷内で

す。石井さんのおっしゃったことで、どこに

相談しても適切なところにつながらないので

はという課題は、ずっと続いていると改めて

感じました。どういった仕組みづくりをどこ

から手掛ければよいかというところもなかな

か着手できていないことについて、改めて思

ったのですけれども、表自体はやはり行政中

心のもので、活用の仕方によっては有効にな

るのではないかと思うのですね。ただ、それ

をどう活用するかはそれを持った人間の意識

次第です。普段からそれを活用したいと思っ

ていて、有効なものは皆さんの手元にあるの

に、そこに気づいていない。有効に活用でき

ている事例を知らないことや、それぞれのキ

ャリアややり方によって相談の事業の展開を

されており、相談の質を高めていくというこ

とがなかなか難しく、課題であるということ

は昨年度も話し合いの中で感じていました。

今年度はさらに、足立区にはこういった社会

資源がたくさんあるということが昨年皆さん

と共有ができたのでそれをどう現場の方々だ

ったり、地域の方々に伝えていって活用でき

るようにしようかということが今年度の実際

の取り組みになると思っています。ですので

この資料についてもそうですし、後で出てく

るカラー刷りのものも含めて期待しています

し、これをどういうふうな形にして普段活用

できる形にしていくためには現場レベルでの

情報共有は必要になってくると思いますし、

部会のみで話し合っても実際には展開はされ

ないでしょうから、現場の方々、地域の方々

にこれを示していって意見をいただいてい

く、どんどんブラッシュアップしたものを形

にしていく、そういった地道なところを手掛

けていくしかないと考えているところです。 

 

○森部会長 

はい。ありがとうございます。インフォー

マルな資源があればご紹介いただいてもよろ

しいでしょうか。 

 

○谷内委員 

 事業所としてかかわったものとしては、障

がいのある方が地域で住まいを見つけられな

い、行政のサービスもつながりにくいといっ

たときに、民間の団体で住まい探しとか障が

い高齢者の方々のサポートをしている事業者

がたまたま見つかったことで活用させていた

だいていることが現在もあります。他の事業

所から相談があればお伝えして使えるように

ということを意識しているところではありま

す。 

 

○森部会長 

はい。ありがとうございます。それでは片

桐さんお願いします。 

 

○片桐委員 

 家族会の片桐です。やはり当事者の方たち

からするとこういう分かりやすい表があるこ

とでとても相談しやすいと思います。どこに

何を相談してよいかわからないとことが家族

会で皆がいろいろ困ったことを話しあいなが

ら、「ここが良いのよ」とか教え合う家族会

として助けあっていくためにはこの資料はと

ても良いと思います。これから利用させてい

ただきたいと思います。 
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○森部会長 

はい。ありがとうございます。早速活用し

ていただけるということですね。 

それでは小杉さんお願いします。 

 

○小杉委員 

 小杉です。資料ありがとうございました。 

資料をどう使うかだと思うのですけれども、

データとしてはこういうのが必要だろうと思

いますが、例えばこの表の訪問看護とか訪問

リハを見たときに、それが自分にとって必要

だと思っている方は「訪問看護」と検索する

ので、このデータは使わないと思うのですよ

ね。要は、「こんな困りごとがあるのです」

という場面があって、実は、それには訪問看

護や訪問リハが有効・必要なのではないかと

いう困りごとの場面で検索をかけるのではな

いかと。自分にとって何が必要かということ

がそもそもわからない方が、必要なものにつ

いて「これだけ商品がありますよ」、と言わ

れても、「何が必要なのだろう」というのが

あるので、コンシェルジュ的なサービスが必

要と考えたときに、検索のかけ方を意識した

つくりにしないと、結局、「作りましたが使

われませんでした」という感じになり、もっ

たいないと思うので、その辺について何か良

いアイデアがないかと。最近は「困りごとセ

ンター」などチャットで相談できるシステム

があるので、文字列や商品名で検索する形か

ら、もう少し一般的にはやっているものが良

いと思いました。 

困りごとは１個だけではないですよね。例

えば、精神障がいの場合ですと、「発病し

た」ということによって、お仕事を辞めなく

てはいけなくなったり、通院しようと思って

も通院は本人が行きたくないということがお

こったりして、問題自体が単一ではなく、複

合型の相談になってしまっています。こうい

うときに相談に対処するというのは、これか

らはＡＩとかなのでしょうけれど、検索サイ

トで単語で検索するだけではなかなか難しい

ような気がします。そういうのもあって相談

支援の質の向上、私たちの支援の質の向上も

求められているのではないかと思いますし、

システムとしてもやはり基幹相談支援センタ

ーの機能として求められるのではないかとお

話を聞いて感じたところです。以上です。 

 

○森部会長 

 はい。ありがとうございます。インフォー

マルな部分というのは何かありますか。後に

しますか。 

 

○小杉委員 

 はい。 

 

○森部会長 

 では１周回ってからにしましょうか。 

 石井委員お願いします。 

 

○石井委員 

私もこの表は大変よくできているし、そう

いう経緯で作ったというのは、地図も含めて

事務局を大変評価しているのですよ。でも、

この表で言えば総合的な相談の窓口、先ほど

も発言しましたが、生活費の問題と病気の問

題、家族の問題を含めた対応ということで、

高齢者の分野で恐縮なのですけれど、地域包

括会議は地域包括支援センターと基幹包括支

援センターで１２年の経験の中で私の事例が

２回取り上げられました。そういうふうに横

ぐしを持つということ。ヘルパーさんから財

産管理人から区の職員から自治会長から私も

含めて、当事者以外に７～８人が集まって会

議がもたれました。そういう横ぐしを通すこ

とをどこがやってくれるのかというところの
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ポイントがないと。そのくらいはこの表に入

れておいても良いのではないかというのが一

つと、そこまで行けないのであれば、高齢者

でいう「地域包括会議」をやる。これは地域

包括支援センターが事務局となって、基幹包

括支援センターのサポートを得ていろんな人

を集めて、「この人のこの家庭をどう見たら

よいのか」、「どうしたらよりよい生活がで

きるのか」ということの横ぐしを通すのです

が、こういった会議を誰がやるのかというの

がないと、皆さんそれぞれが一生懸命やって

いてもスピード感はないのではないかという

のが１つです。もう１つは、前回の部会でも

きちんと発言しているのですから「総合的な

窓口で総合的な問題を受け付けます、基幹相

談窓口はここです」というのを入れても良い

のではないですか。そうすれば、とりあえず

困ったらそこへ連絡するという、そこから振

り分けられる。この表を見てそう思いまし

た。 

 

○森部会長 

はい。ありがとうございました。 

課題の内容については後程というところで

皆さんからご意見をいただきたいと思いま

す。それでは青木さんよろしいですか。 

 

○青木委員 

はい。青木です。たとえば「子育てガイド

ブック」や「障がい者のしおり」のように、

そこにアクセスできればそれぞれについて調

べることができるものが、足立区には、これ

までも単独ではたくさんあります。でも、そ

こにアクセスできないサービスの場合、この

問題はどこにアクセスすればよいかわからな

いというようなことがあった時に、一方で足

立区にはたくさんの資源があって、情報を持

っている人がいるということが昨年度あたり

からよくわかって来ました。縦と横をつなぐ

という意味でのこの一覧というのは本当に画

期的だと思い拝見しました。例えば私たちの

ところでは、生まれる前のお子さん、おなか

に赤ちゃんがいるご家族から、また３０歳、

４０歳位のうめだ・あけぼの学園を卒園して

地域で生活しているご本人あるいはそのご家

族から、多岐にわたる相談を日々年間受けて

いるのですね。そういう意味ではお子さんの

総合相談的な役割を担っている、あるいはお

子さんのご家族、ごきょうだい、親族のいろ

いろな相談を受けるのですね。例えば「通っ

ているお子さんのきょうだいが不登校で、通

っているお子さんのおじいちゃんおばあちゃ

んが精神疾患でどうしたらよいのだろう」と

いう多岐にわたる相談を受けるにあたって

は、やはり子どもの障がいのことだけを知っ

ていればよいわけではないのです。相談支援

専門員としては、一覧表にアクセスした上で

「こんなところに相談すればよい」と、単純

にたらいまわしにするのではなく、相談して

いただいたものの責任としてできる範囲のと

ころまでは相談に乗っていくということが役

割だと思います。それを踏まえ、これをどう

活用していけるかということを考えていける

と良いと思いました。ちなみにうめだ・あけ

ぼの相談支援センターでは、特にうめだ・あ

けぼの学園に在園しているお子さんの保護者

の方の中に計画相談支援で入っているお子さ

んもいれば、セルフあるいは他区から通って

いらっしゃる方もいますが、相談支援専門員

を最大限活用していただけたら良いと思って

います。ですが、職員室が離れている関係も

あり、総合的な意味で「相談支援センターＱ

＆Ａ」という、相談支援センターでは何がで

きるのかＱ＆Ａ方式のもの、こんな質問をさ

れたらこういうふうに答えるというようなも

のを作ったのですね。一覧に詳細等というの
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が書いてあるのでこういうところにキーワー

ドでピックアップしてヒットしたらその事業

内容につながっていくようなそういうイメー

ジの仕組みができると良いと今までの話を伺

いながら思いました。 

 

○森部会長 

はい。ありがとうございます。中出さんお

願いします。 

 

○中出委員 

はい。あいのわ相談センターの中出です。

相談先一覧表の活用として、相談支援専門員

として普段活用するというところでは、私の

場合は障がい福祉というところが多くなると

イメージしておりまして、そうなった時に支

給関係、手当とかはこの表を活用して問い合

わせをすればよいというところですぐ直結す

るのですけれども、例えばサービスに結び付

けるときに、居宅の事業所や、訪問リハビ

リ、訪問診療とか、福祉サービスだけはなく

て医療の情報も含めて進めていきます。ま

た、その方が足立区のどこの地域のどこに住

んでいるのかとか、どういう時間帯に使いた

いのか、どういう障がい特性があるのかとい

うところで、やはり１か所ずつあたっていか

なければならない作業が出てくるので、ここ

に書かれている代表番号だとか、一覧表で出

てくる中身を結局ひとつずつあたっていかな

ければならないのはかなり大変なのではない

かなということが想定されます。普段相談支

援に携わる中でもご家庭からも言われている

ところで、一覧表をお渡ししても「私がこれ

を全部当たるのですか」、「見つけるのが大

変」と言われますので、難しいでしょうけれ

ども取りまとめというところをつくっていく

ことができれば。そうなってくると相談支援

専門員の資質に関わってくるのが、どれだけ

ネットワークを持っているのかとか、普段か

らどれだけつながっているかにかかってくる

と思うのです。何年か携わっていく中でやり

取りできる事業所だとか、相談し合える事業

所ができてきて、そこの事業所に相談してみ

るとかそういう１つずつの関係性から作られ

てくるところなので、「こういう相談はここ

へ」というちょっとした相談先というのがあ

ると良いと思いました。訪問リハビリに関し

てもそうですし、訪問診療を使っている方で

も緊急時だとか、「朝になると熱が下がるの

に夕方になると上がります」とかそういった

ときの連絡先、相談先、救急車を呼ぶわけで

はないし、訪問診療に連絡しても忙しくてつ

ながらなかったり対応しもらえなかったりす

ると、どうしたらよいかとなってくるので、

そういったふとした時の相談先をたどってい

けるようなものができると良いと感じまし

た。以上です。 

 

○森部会長 

はい。ありがとうございました。 

 

○山本委員 

はい。障がい福祉センター山本です。この

一覧表につきましての使い勝手は皆さんの意

見、感想をいただいておりますので、私から

は石井委員ご発言の通り、実際に街中では困

っている方々は大勢いらっしゃる中で、この

資料を持っている人に結びつかない限りは自

分の悩みを解決する手立て、どこに聞けばよ

いのだろうかということはなかなか進まない

わけですので、現状というところでは話題に

も出ていましたが障がいの方はあしすととか

本庁舎の障がい福祉課とかにご連絡いただい

て、そこから場合によっては振り分けという

ことでしか対応できていないところです。そ

れから、どんな質問でも、どんな困りごとで
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も受け付けてくれる総合的なものとなると、

以前からどういった窓口を作っていくと良い

かを検討していますが、まだ、結論は出てい

ません。そうなりますと障がいを含むいろい

ろなお困りごとは区役所の代表のコールセン

ター、これも先ほどたらいまわしということ

はうかがいましたが、今対応できているのは

コールセンターも含めて、結局振り分けとい

うことにはなりますのが現状です。ただ、こ

れは可能性の話ですけれども、そのコールセ

ンターも、先ほどチャットの話も出ていまし

たけれども、それらが進んできておりますの

で、例えば区役所のなかでもごみのこととか

はチャットボットで答えるようなものが徐々

に始まっていますので、もっとこれらが区役

所全体に、「私はこんなことに困っている」

と言うだけでも答えが出てくるような仕組み

が出来上がれば良いですが、悩んでいる方が

そういったものを使えるかどうかというのは

残ります。ご指摘の通り現状は追いついてい

ないというところはあると思いますが十分お

声にはこたえていこうと思っていますのでよ

ろしくお願いします。 

 

○森部会長 

はい。ありがとうございます。 

では関口委員お願いします。 

 

○関口委員 

はい。父母の会関口です。 

私の身近なところでいえば中出さんとか森

さんとかが相談支援センターの支援員さんに

個別の支援計画を立てていただいているとこ

ろです。半年に１度家庭訪問を受けて「困っ

ていることはないですか」とか、「ヘルパー

ステーションは使いやすいですか」みたいな

ことを実際に来ていただいて、困りごとを聞

いていただいたことをまとめて、区の援護係

にかけ合ってくれて、それで支援の時間数が

増えたりするところでは私のなかではうまく

回っていると思っています。それがうまくい

き３年４年たった時の半年に１度の訪問の時

に「こういう資源も使えるのですよ」と教え

ていただけると家族としては困りごとをうま

く流す道になると思います。相談支援事業と

して受ける方の体制とか対応とかを考えなく

てはいけないですけれども、実際に使ってい

こうとする人は、そんな感じで「困っている

ことは訪問があったときに話して相談してみ

る」ということが必要だと感じています。 

 

○森部会長 

はい。ありがとうございました。 

委員の方はここまでですね。それでは私の

方からも少しだけ。私も、本来相談支援専門

員がすべての障がい者の方に一人ひとりにつ

いていたら、これがうまく活用され、私たち

相談支援専門員としては必要な情報を返して

差し上げれば、それでことは済むと思うので

すよね。横のつながりも私たちがしっかり、

今日の部会の委員さんにも相談支援専門員が

いらっしゃる中で、「私たちの質の向上、イ

コール、これをうまく活用できて還元される

こと」というふうにつながっていくと良いと

思うのです。ですが、なかなかそこもできき

れないところがあって、では、それを基幹で

あるあしすとが全部やるということはできる

わけもなく、どういうふうに足立区にいる６

名の主任相談支援専門員を活用しながら一緒

に考えていくか、というのがキーになって来

ます。後は、主任だけに何とかするように言

ってもどうにかならないので、これは、今は

別の組織ですけれども、「相談支援ネットワ

ーク」の相談支援事業所の皆さんが集まって

質の向上を目指している中では、このネット

ワークも含めどういうふうに活用して、また
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還元していく形ができるかを発信していけれ

ば、もっと可能性は広がっていくと思いま

す。先ほどから話題になっている縦と横の関

係でいうと、高齢の方と比べて一番違うのが

青木さんが所属している子どもの部分、赤ち

ゃんがおなかにいるときからお母さまの相談

に応じていき、ライフステージが高齢期に行

くまでに０歳から６５までの利用者がいらっ

しゃるので、これをどういうふうにつないで

いくかということです。うちは、今は、下は

５歳から上は７２歳までいらっしゃるので、

この中で最近お母さまが精神障がい、お子さ

んは発達障がいのケースが非常に増えてい

て、衛生部とも福祉部とも、どちらとも関係

を図っていかないと、うまく支援を進めてい

くことができないのですよね。関わってみる

とそれぞれの所属の皆さんは一生懸命いろい

ろなアイデアを出してくださるので、繋がれ

ることが一番の支援なのだと思っています。 

先ほど中出さんから、「とりあえず上から

かけてみて」と家族に渡された相談支援事業

所の一覧表の話でいうと、まず、あいのわさ

んから始まって、あけぼのさん、あだちの里

となってここでだいたい完結して、その下に

なかなか流れていかないのです。今回の一覧

表がそうならないようにするにはどうしてい

くかというのが課題の一つかと思います。こ

の１年間をかけてしっかり作っていくという

のが今年の目標だと思います。 

では、時間もだいぶ使いましたので、マッ

プについて進みたいと思います。 

それではマップはどう使うかの説明をお願

いします。 

 

○佐々木事務局員 

 はい。それでは相談先一覧の方はいったん

終了しまして、マップの方に行きたいと思い

ます。今作りこみを始めているのが障害福祉

サービスの事業所が足立区のどこにあるのか

を示すものです。皆さんの方にお配りしてい

るものはサービス事業ごとの単体のものです。

一番上に相談支援事業所があって、次に自立

訓練という形でサービス種類ごとに足立区に

どういう散らばり方をしているのかを示した

地図になっています。今回はサイズ感的には

Ａ４のサイズに収まるように作成しましたの

で、事業所同士の距離が近すぎるものは重な

っての表示になっているところがあります。

少し地図を拡大すると事業所所在地のずれが

はっきりしますので重ならずに見せることも

画面上ではできます。紙に印刷するうえでの

重なりですのでご了承ください。 

実際に作ったものをプロジェクターに移し

ますので見ていただきたいと思います。まず

は計画相談のところからいきますが、この地

図を作成するにあたっては、●●マップを活

用させていただいてしています。左のガイド

に計画相談、就労継続など書かれていますが

このチェックボックスをクリックすると本日

皆さんにお配りしたような形で計画相談のも

のが出てきます。活用としては足立区の中に

どういう散らばり方をしているのかを皆さん

で確認をしていくとか、この地域には相談支

援事業所がないとか極端に少ない、反対にた

くさんあるとか、足立区の特徴的なところも

併せて見ていけると良いという思いで仮作成

しています。配布物としては分かりやすいよ

うに１事業所ごとに印刷しましたが、データ

上では各事業所を重ねてみることができます。

例えば今画面上では計画相談の事業所を表示

していますが、就労の支援もしたいので就労

継続Ａの事業所が足立区のどの辺にあるのか

を見たいとなれば、相談支援の表示はそのま

まに、就労継続Ａのチェックボックスをクリ

ックすると表示されます。こんな感じで情報

を重ねてみることができますので、ご自身の
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事業所からの距離間なども分かるのではない

でしょうか。このように複数の事業所を同時

に重ねることによって足立区の状況を見るこ

とができます。現在は作り始めたばかりのな

のですが、ゆくゆくは皆さんの事業所等で見

られるように共有したいとの考えはあります。 

今回お示ししたものは障害福祉サービス事

業所のマップということで、地域を知ること

の一つとして活用していただきたいと思うの

ですが、これから話し合いを始めて、「地域

にはこういうところもあるんだよ」という情

報も出てくると、その情報を集めてこのマッ

プに表示していくこともできるようになると

思っていますので、普段皆さんが活用されて

いるところの情報を出し合うことで形になっ

て見えてきます。そうしますと課題を含めて

今後どういうふうに話し合っていけばよいか

も見えてくると思います。本日は全サービス

種の配布はありませんが、データ上では作成

しています。以上になります。 

 

○森部会長 

 はい。ありがとうございます。これは●●

で作っているのですか。 

 

○佐々木事務局員 

 そうです。 

 

○森部会長 

 これを皆で見られるようにするときの課題

はありますか。 

○佐々木事務局員 

本日公開しているものはこの地図を作成す

るためだけにアカウントを登録したものです。

このアカウントを皆さんに開示することは問

題ないと思います。 

 

 

○和田事務局員 

恐らく障害福祉サービスの情報そのものは、

ワムネットや精神分野の方はリムラットには

このようなマッピング機能がありますが、イ

ンフォーマルなものを入れていくとなると手

作りしかないと思います。 

 

○森部会長 

例えば、それを活用すると、「自分のお家

がここだからその周りにあるインフォーマル

資源が調べられる」みたいなこともできなく

はないということでしょうか。 

 

○佐々木事務局員 

できると思います。 

 

○森部会長 

例えば避難場所も入れてもらって、災害時

はここに避難とか、近くのスーパーなど必要

なものを入れ込むとか。 

 

○佐々木事務局員 

そうですね。 

 

○森部会長 

地図を見ていただいたところですが、これ

に関してご意見、ご感想をいただけたらと思

います。関口さんからよろしいでしょうか。 

 

○関口委員 

 自分が相談支援事業所を探したいと思った

ときに便利だと思います。何に悩んでいるか

わかりづらい人が、相談を受けた後この地図

を見ると自分の選択するものがわかりやすい。

自分の家からこのくらいの距離とか、子ども

を預けるとなった時に、大震災などが起きた

ときに迎えに行くのに、避難する場所が分か

っていれば自分の住んでいるところの近くを
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探します。うちの子どもは通所施設に通わせ

ているのですけれども、何か起きたときに幹

線道路が動かなくなるということで、迎えに

いくことができないということから何年か前

に地区割制になって、本当はＡというところ

に通わせたいけれども、そういうことを考え

て動きの取れる範囲に通わせることになりま

した。距離とかをみるのは住所ではなくマッ

プだなと思いました。以上です。 

 

○森部会長 

 はい。ありがとうございます。山本委員お

願いします。 

 

○山本委員 

 障がい福祉センター山本です。地図という

ビジュアルにしましたので、関口さんのおっ

しゃったことと一緒になってしまいますが、

まず自分がどこに住んでいるというところに

目が行って、その近くに「あそこがある」と

いう活用の仕方になると思います。さらにそ

こは何をやっているかとか規模とかになりま

すと紙ベースでは限界があるのですが、スマ

ホやタブレットでその数字のところを叩くと

下位の情報が出てくる、そういう活用もさら

にしていただけたらと思います。 

 

○森部会長 

はい。ありがとうございます。それでは中

出委員お願いします。 

 

○中出委員 

 はい。あいのわ相談センター中出です。ク

リックして出てくるというところでは障がい

当事者の方たちがご自身で探しやすい、見つ

けやすいのではないかと感じました。法人内

生活介護施設でも活動の取り組みとしてご自

身の生活を考えるとか、勉強会などで社会資

源を知るという取り組みもしていますので、

その中で、自分自身で「自分のうちがここだ、

この回りにはどんなところがある」とか、「普

段使えるヘルパー事業所がどこにある」とか

クリックして見られるという活用ができるの

ではないかと思いました。以上です。 

 

○森部会長 

 はい。ありがとうございます。続いて青木

さんお願いします。 

 

○青木委員 

 はい。うめだ・あけぼのの青木です。いき

なり発展形ですが、こども発達支援事業所ネ

ットワークさんが児童発達支援事業所の一覧

を作成しているのですけれども、既にあるも

のと繋いでいくということで、例えばこのマ

ップで「こういうところが家の近所にあるよ

ね。」と言ってクリックするとそちらのデー

タに飛んで行って、事業所がどんなことをや

っているか、どんな特徴があるかというのが

分かるようになっていると、保護者の方、ご

家族、私たち相談支援専門員が、お話しする

ときに家との距離感とか、そういうことも含

めて視覚で確認できるというのは良いなと思

いました。足立区に転入されてきた方や、足

立区に長いこと住んでいて幼稚園も中学校も

高校もこのエリアから出たことがないので全

く他のエリアのこと知らないという人がいら

っしゃったときに、地名だけが使われるので

はなくて、「このエリアは自分が送迎するの

にちょっと難しいかも」とか、そういうとこ

ろも含めて見られると良いのと、相談支援専

門員と事業所の新規参入してきた方あるいは

初心者マークがつく方で、「実は足立区のこ

とがよくわからないけれとも事業所として開

所します」という方たちがいたときに足立区

の地理感的なところを含め、こういったもの
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で共有して利用者の方との縁ができるという

のは、相談支援専門員の初心者のスキルの向

上や正確な情報提供にもつながると思うと、

是非こういうものが共通したツールになって

いくと良いと感じました。是非、直近で、移

動支援事業所探しでどこをどう見ても連絡先

が見つからなくて大変な思いをしたので移動

支援の事業所もお願いします。 

もう一つ夢の実現としてということで、医

療的ケアのお子さんを受け入れているといっ

た情報も網羅された情報となったら良いと思

いながら拝見させていただきました。 

 

○森部会長 

はい。ありがとうございました。では石井

委員お願いします。 

 

○石井委員 

 佐々木さんよろしいでしょうか。大変よく

できているのですけど、「障がい者のしおり」

に載っているところから拾った情報で、落ち

ている情報がありますよね。例えば私の近所

に「谷中ハウス」というのがあるのですけれ

ど、プロットしているのが違う場所にあるの

です。 

 

○佐々木事務局員 

基本的には住所情報と事業所情報が別にあ

るのでそのデータを使ってこの地図に落とし

ています。「障がい者のしおり」から直接引

っ張ったわけではないです。後は、まだ●●

マップの使い方が不十分で、住所情報を入れ

ているのに違うところに出てきてしまうとい

う現象が出ておりまして、今回皆さんに提示

するうえでは抜けているものをなるべく入れ

込むようにしたつもりですが、全部はできて

いません。あるはずのものがマップ上にない

という現状はあるかと思います。これについ

ては時間を使って１つずつ精査していけば正

しい情報になると思っています。 

 

○石井委員 

そういうことであれば大丈夫です。落っこ

ちているものがあるから気になったので。ご

家族は「障がい者のしおり」をもらうと思う

のですよ。地図にあったほうが余計分かりや

すいので。すばらしいと思います。 

 

○佐々木事務局員 

これから確認作業をしていきます。 

 

○森部会長 

はい。ありがとうございます。続いて小杉

委員お願いします。 

 

○小杉委員 

資料ありがとうございます。情報が視覚化

されていてとても見やすいと思いますので非

常に活用しやすいかなという印象を持ちまし

た。相談支援事業所マップなんかを見ますと

割とまんべんなく相談支援事業所があるので

はないかなと。例えば相談支援専門員、専門

分野はありますけれども計画相談のこととか

福祉サービスのご相談をいただいたときにこ

ういったデータを使ってつなぐことができれ

ば割とどの地域の方も相談支援の活用ができ

るのではないかなと可能性としては感じた次

第です。 

 

○森部会長 

何となく使いやすいツールみたいなものを

ご紹介いただいてもよろしいでしょうか。 

 

○小杉委員 

皆さんがいっているようにボタンを押した

ら空き状況が見られるとか、障がいの得意分
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野が見られるとかという機能がついていくと

使いやすいのではないかと思いますし、マッ

プも広いのでエリアとかに分けられる機能と

かついていると使いやすいのではないかとい

う感じです。 

 

○森部会長 

そのような機能は簡単にできるのでしょう

か。 

 

○小杉委員 

●●が頑張ってくれるのではないかと思い

ますけれど。 

 

○森部会長 

頑張れ●●ですね。では片桐委員お願いし

ます。 

 

○片桐委員 

はい。カラーなのでとても見やすいと思い

ますね。事業所とかは精神とかは全て色々一

緒ですよね。そういう区分けはしないほうが

良いのでしょうか。 

 

○佐々木事務局員 

精神とか知的とか、そいう区分けでしょう

か。今回ここで出ているもので区分けをして

いるものが一つだけありまして。グループホ

ームです。 

 

○片桐委員 

はい。分かりました。ありがとうございま

す。 

 

○森部会長 

はい。ありがとうございました。谷内委員

お願いします。 

 

○谷内委員。 

精神障がい者自立支援センターの谷内です。

このマップを見たときに相談支援専門員の立

場から見てとても良いと思っていて、私も区

役所で販売しているマップを昔買って、そこ

にずっとヘルパー事業所、他の事業所を書き

込んだりしたものを今も使っていて、もうボ

ロボロになっているのですけれども、それも

やはり自分が関わった事業所だけが加わって

いくという形で、本来どこにあるのかなとい

うのが分からないまま今に来ています。こう

いったような一覧ができるというのは相談支

援事業所にとっても当事者の方にとっても地

域の方にとってもあるに越したことはないと

正直思いました。地域の方から見たときにこ

れはどう活用できるのかなと思ったときにサ

ービス別事業所別だと何が使えるかわからな

いというところで、ひとまずどこが相談でき

るのかなと思ったときに、相談支援事業所マ

ップを見ると、家の近くに事業所がある、名

前は下を見ればわかり、得意な障がいの分野

はあるのだろうなと思いながらも行ってみよ

うかなと、もしかしたら思うかもしれない。

となると各事業所さんのマンパワーだったり

体制だったりいろんな課題があると思うので

すけれども、そこに足を運ばれた時に、まず

はつながれる。後はそれをどう今後につなげ

ていくか、繋がっていくかということが一つ

の肝だと思います。それは各障がいの別、事

業所の規模というというところでどうしても

できる・できないの差が出てくると思うので、

高齢者の場合で言うと、地域包括支援センタ

ーがあるというところで、そこは地域全体で

網羅できるところはあると思うのですが、障

がいだったり子どもだったりというところも、

地域包括ケアというところへの取り組みがな

されているところだと思うのですけれども、

やはりそこを目指していきながら、今ある社
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会資源でそこをカバーしていく。いずれ障が

い分野もそこに近づけていくところの動きは

求められていると思いました。ただ、それま

でにはまだ時間も体制づくりもあると思うの

で、何かしら各事業所さんが相談支援事業所

に限らず、地域にあるいろいろな事業所さん

が相談に来られた方がいたらどこにつなげた

らよいかということを知ってなければならな

いと思いました。 

 

○森部会長 

はい。ありがとうございます。 

こちらを事前に少し見せていただいたので、

所属の事業所の方で、「こんなものをあしす

とさんが作った」と共有しました。去年見学

に来ていただいた方はご存じかもしれません

が、私の事業所では、１年間かけてポスター

みたいな感じで手作りのマップを作っていま

したので。こういうマップをうまく活用でき

ると、Ａ３版の情報についても、繋げられる

方法を考えいろいろなものに紐づけられてい

く仕組みを考えていけると良いと思います。 

 

○和田事務局員 

精神分野の対象者別ですと先ほど申し上げ

たリムラットだと既に精神障がいの方を中心

とした事業所を検索出来たり、東京都の医療

ケアのサイトでも医療的ケアの法定研修が終

わった方がいる事業所一覧を作っていたり、

既にある情報を地図に落とすところは技術的

には可能と思われます。さらに、必要な情報

について、いろいろなところに働きかけて集

めて、最終的に地図で伝えやすい形に、ある

意味、あだちの里さんがポスター式でやって

いるように、事業所内また事業所間で共有し、

口コミ情報も加えて埋めていくものが有効と

思います。福祉機器展でもベンダーさんが、

地域単位でのマッピングや社会資源調査を売

りにしているシステムもありますので、この

辺りは情報収集していきたいと思います。 

 

○森部会長 

はい。ありがとうございます。とりあえず

ここまで進んでいるという情報をいただいた

ので、今後はどのように進めていくかという

ところだと思うのですけれども、お時間も無

くなってきているというところで、後２回あ

りますので、こんな表を盛り込んでいけたら

よいか、を皆さんから教えていただけたらと

思います。この後、皆さん持ち帰っていただ

いて、事務局にこんなのはどうかと流してい

ただくことはできますか。 

 

○佐々木事務局員 

私がこうやって作っているのは基本皆さん

の意見をなるべく集約をして自分なりにイメ

ージをして「このような感じでよろしいでし

ょうか」とお返ししているものになります。

ですので皆さんからの情報がなければ形にな

らないというところがありますので、先ほど

のＡ３横表の相談先一覧についても、こうい

うふうにすればもっと良いなど具体的なもの

の提案をいただければと思います。いただけ

ないと進めないということがありますのでそ

こはお願いしたいと思うのと、地図のところ

に関しては、Ｗｅｂ上のものですので事業所

情報を表記するということはできることにな

りますので、できる範囲の中にどれだけ書き

込みができるかというところをやってみたい

と思います。あわよくばそこから必要な情報

に飛べると良いのですが、飛べなかったとき

にどういう情報がそこに入っていれば使いや

すいのかについては考えてみます。 

 

○森部会長 

はい。よろしくお願いします。この情報量
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を入れようとすると恐ろしいことになるよう

な気がするのですが、よろしくお願いします。 

事務局から話のあった通り、事務局では皆さ

んから出された意見をまとめているところが

ありますのでご意見を頂けたらと思います。 

何か今これだけは伝えておきたいということ

はありますか。 

 

○関口委員 

余談になりますが、私は足立区に越してき

て２３数年くらいになります。福祉なら東京

ということで移り住みました。こういう地図

が見られると、もっと便利なところに住みた

かったと思います。足立区は広いので、肢体

不自由の通所施設みたいなものも集中してい

るところと手薄というか不便なところもある

のですよね。全区的にはいろいろな資源があ

るものだと思いました。 

 

○森部会長 

はい。ありがとうございました。本当にそ

うですよね。エリアによってないサービスが

あるから、こうやって地図にしてみるといろ

いろ偏っていますよね。 

はい。ありがとうございます。それでは申

し訳ないですけれども、戻られてからじっく

り見ていただいて、「こんなところがこうい

うふうになったら良いな」とか、「こんな相

談を受けているのだけれども、どこに繋いだ

ら良いのかな」など、を事務局あてにお寄せ

いただけたら手直しをしてくださるというこ

とですのでよろしくお願いします。 

本日確認する内容はここまでですので、後

は事務局の方へお返しいたします。 

 

○佐々木事務局員 

はい。今日はいろいろとご意見をいただき

ありがとうございました。なるべく使いやす

いような形になるようにしていきたいと思い

ますので、是非ご意見をいただきたいと思い

ます。今日のご意見もかなり参考になりまし

た。これは皆さんの会ですので、この後でき

あがっていくものが成果物として、相談支援

部会として報告できることが一つの大きな目

標になろうかと思います。引き続きご協力を

お願いいたします。 

事務連絡になりますけれども、次回の開催

です。次回は９月２１日木曜日の２時からと

いうことで、今日と同じ会場で開催せていた

だきたいと思います。今年度は年に３回とい

うことで、これは他の部会の開催回数と合わ

せる形となっておりますので、回数は減って

しまったということで、議論の回数は減りま

すので、これからまとめをしようというとき

に回数が減ってしまって申し訳ないところで

はありますが、回数が減った分、メールにて、

ちょっとした集まりですとか、小グループの

活用みたいなところも含めて形にするところ

までのご協力をいただきたいと思います。で

すので、この３回に限らずご協力いただきた

いというところです。９月２１日のところで

は改修したものを皆さんでご議論いただき、

１２月１３日のところでは、まとめの作業に

入っていければと思いますのでよろしくお願

いします。今後も室内環境も整えながら今後

も進めていきますのでどうぞよろしくお願い

いたします。では、以上を持ちまして第１回

目の相談支援部会を終了させていただきます。

本日はどうもありがとうございました。 

                  以上 


